
◆平成２７年度補正予
算

　総額１１億４，４３９万円
を可決

◆常任委員会
　こんなことが話し合われました

◆一般質問
　市政のここが聞きたい
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新
た
な
広
域
連
携
促
進
事
業

�

３
０
０
万
円

　
定
住
自
立
圏
の
枠
組
み
を
超

え
た
周
辺
自
治
体
と
の
連
携
の

強
化
に
つ
い
て
調
査
し
ま
す
。

　
　
　
こ
の
事
業
で
行
う
調
査
は

ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

　
　
　
　
　
　
　
国
が
示
す
連※

携

中
枢
都
市
圏
の
指
針
で
は
、
本
市

へ
の
通
勤
割
合
が
１０
％
を
超
え
る

６
市
６
町
の
圏
域
に
声
が
け
を
す

る
の
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
圏
域
で
の
人
口
動
態
や
人
の

流
れ
な
ど
を
調
査
す
る
こ
と
で
、

新
た
な
広
域
連
携
を
検
討
し
て
い

く
。製

造
業
等
立
地
促
進
資
金
融
資

制
度
あ
っ
せ
ん
事
業
貸
付
金

�

４
億
９
７
３
２
万
円

　
み
は
ら
し
の
丘
に
立
地
し
た

製
造
業
者
へ
の
設
備
投
資
に
融

資
を
行
い
ま
す
。

　
　
　
立
地
に
よ
る
新
規
採
用
の

状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
伊
藤
製
作
所
は
４
人

全
て
が
山
形
市
民
で
あ
り
、
ア
リ

オ
ン
テ
ッ
ク
は
１６
人
中
７
人
が
山

形
市
民
だ
と
想
定
し
て
い
る
。

委
員

企
画
調
整
課
長

委
員

商
工
課
長

個
人
番
号
制
度
導
入
に
よ
る
経
費

�

１
億
７
４
０
２
万
円

　
平
成
２８
年
１
月
か
ら
利
用
が

開
始
さ
れ
る
個
人
番
号
の
通
知

や
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
に

関
す
る
予
算
で
す
。

　
　
　
個
人
番
号
カ
ー
ド
は
ど
の

位
の
発
行
枚
数
を
見
込
ん
で
い
る

の
か
。

　
　
　
　
　
平
成
２８
年
１
月
か
ら

の
３
カ
月
間
で
４
８
０
０
枚
を
想

定
し
て
い
る
。

委
員

市
民
課
長

民
有
林
林
道
整
備
事
業

�

１
４
３
０
万
円

　
市
産
材
の
有
効
利
用
や
、
適

切
な
森
林
整
備
を
行
い
ま
す
。

　
　
　
林
業
専
用
道
は
ど
れ
く
ら

い
あ
る
の
か
。
ま
た
、
キ
ワ
ダ
山

線
整
備
の
進
行
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
林
道
専
用
道
は

市
内
に
５０
路
線
ほ
ど
あ
り
、
キ
ワ

ダ
山
線
全
体
の
計
画
延
長
は
総
延

長
５
１
５
０
ｍ
と
な
っ
て
い
る
。

残
り
の
２
２
７
０
ｍ
は
、
２７
年
度

か
ら
３１
年
度
の
５
年
間
で
完
成
す

る
予
定
で
あ
る
。

第
九
小
学
校
校
舎
増
築
事
業

�

１
億
８
８
２
０
万
円

　
児
童
の
増
加
に
よ
る
教
室
不

足
を
解
消
す
る
た
め
に
増
築
し

ま
す
。

　
　
　
教
室
を
増
築
す
る
こ
と
で

ど
の
よ
う
な
影
響
が
出
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
グ
ラ
ウ
ン

ド
部
分
に
８
ｍ
ほ
ど
突
き
出
す
こ

と
に
な
る
。
２
０
０
ｍ
の
ト
ラ
ッ

ク
や
１
０
０
ｍ
の
走
路
を
移
動
す

る
こ
と
に
な
る
が
、
体
育
な
ど
の

授
業
に
支
障
は
な
い
と
確
認
し
て

い
る
。

委
員

森
林
整
備
課
長

委
員

教
委
施
設
整
備
室
長

　
　
　
Ｊ※

−

Ｌ
Ｉ
Ｓ
で
は
個
人
番

号
を
ど
の
よ
う
に
付
け
る
の
か
。

ま
た
、
死
亡
時
の
手
続
き
は
ど
の

よ
う
に
な
る
の
か
。

　
　
　
　
　
Ｊ

−

Ｌ
Ｉ
Ｓ
に
送
付

す
る
住
民
票
コ
ー
ド
を
も
と
に
一

元
的
に
付
番
す
る
こ
と
に
な
る
。

死
亡
時
は
、
死
亡
届
を
提
出
す
る

時
に
通
知
カ
ー
ド
と
個
人
番
号

カ
ー
ド
を
回
収
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
紛
失

し
た
時
の
対
応
は
ど
の
よ
う
に
な

る
の
か
。
個
人
情
報
は
漏
え
い
し

な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
カ
ー
ド
の
再
発
行
は

委
員

市
民
課
長

委
員

市
民
課
長

農
地
集
積
生
産
基
盤
整
備
支
援
事
業
費

補
助
金�

２
９
７
０
万
円

　
農
地
の
集
積
を
促
進
す
る
た

め
に
補
助
し
ま
す
。

　
　
　
農
事
組
合
法
人
ネ
ク
ス
ト

フ
ァ
ー
ム
白
川
に
補
助
金
の
交
付

を
予
定
し
て
い
る
が
、
事
業
内
容

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　
　
　
　
　
構
成
員
は
６
人
で
、

全
員
認
定
農
業
者
で
あ
る
。
現
在

は
自
宅
に
乾
燥
機
を
所
有
し
て
い

る
が
、
騒
音
・
粉
塵
・
老
朽
化
な

ど
の
問
題
か
ら
そ
れ
ら
を
１
カ
所

に
集
め
、
大
郷
地
区
の
山
形
ジ
ャ

ン
ク
シ
ョ
ン
の
北
側
に
ラ
イ
ス
セ

ン
タ
ー
を
建
て
る
も
の
で
あ
る
。

委
員

農
政
課
長

Ｊ

−

Ｌ
Ｉ
Ｓ
で
行
う
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、カ
ー
ド
に
は
住
所
、氏
名
、

生
年
月
日
、
個
人
番
号
が
記
録
さ

れ
る
が
、
税
や
年
金
な
ど
の
個
人

情
報
は
記
録
さ
れ
な
い
た
め
、
情

報
が
漏
え
い
す
る
こ
と
は
な
い
。

小
・
中
学
校
屋
内
運
動
場
等

吊
り
天
井
等
落
下
防
止
対
策
事
業

�

３
億
１
５
８
０
万
円

　
小
・
中
学
校
の
体
育
館
の
吊

り
天
井
な
ど
の
改
修
を
行
い
、

利
用
の
際
の
安
全
・
安
心
を
図

り
ま
す
。

　
　
　
工
事
の
時
期
な
ど
学
校
へ

の
配
慮
は
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

代
替
の
体
育
館
は
検
討
し
て
い
る

の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
各
学
校
と

の
打
ち
合
わ
せ
に
よ
り
工
期
を
設

定
し
て
い
る
。
代
替
の
体
育
館
は

確
保
し
て
い
な
い
た
め
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
な
ど
を
活
用
し
て
も
ら
う
。

　
　
　
今
回
改
修
す
る
学
校
以
外

で
雨
漏
り
が
発
生
し
て
い
る
と
聞

い
て
い
る
が
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
因
は
特

定
で
き
て
い
な
い
が
、
第
二
中
学

校
と
第
五
中
学
校
の
体
育
館
、
第

二
小
学
校
と
楯
山
小
学
校
の
校
舎

を
確
認
し
て
い
る
。

委
員

教
委
施
設
整
備
室
長

委
員

教
委
施
設
整
備
室
長

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
事
業

委
託
料�

４
７
９
０
万
円

　
国
の
委
託
料
基
準
額
改
定
に

伴
う
予
算
の
増
額
で
す
。

　
　
　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
運

営
費
に
対
す
る
交
付
基
準
額
の
在

り
方
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
国
の
基
準
額

が
毎
年
増
額
さ
れ
て
い
る
た
め
、

今
後
、
市
の
基
準
額
を
上
回
る
よ

う
な
場
合
に
は
、
国
の
基
準
額
を

適
用
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

委
員

こ
ど
も
福
祉
課
長

戦
略
的
園
芸
産
地
拡
大
支
援
事
業
費

補
助
金�

３
７
３
４
万
円

　
園
芸
作
物
の
生
産
設
備
の
整

備
に
対
し
補
助
し
ま
す
。

　
　
　
セ
ル
リ
ー
の
産
地
と
し
て

高
品
質
化
・
高
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目

指
す
と
の
こ
と
だ
が
、
全
国
的
に

見
た
本
市
の
生
産
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
セ
ル
リ
ー
の
生
産
者

は
１５
人
で
、
生
産
量
は
年
間
約
２

０
０
ト
ン
、
販
売
額
は
４
５
０
０

万
円
程
度
で
あ
る
。
長
野
県
や
静

岡
県
な
ど
の
大
産
地
に
は
及
ば
な

い
が
、
東
北
で
は
唯
一
の
産
地
と

な
っ
て
い
る
。
首
都
圏
へ
の
出
荷

が
ほ
と
ん
ど
だ
が
、
ア
グ
リ
セ
ン

タ
ー
で
の
直
売
を
行
う
な
ど
、
今

後
、
市
農
協
と
一
緒
に
な
っ
て
検

討
し
て
い
く
。

委
員

農
政
課
長

▲山形セルリーの高品質・高ブランド化を目指す

＜主なもの＞� （千円以下切り捨て）

●製造業等立地促進資金貸付金　�  ４億９，７３２万円

●第九小学校校舎増築事業　�  １億８，８２０万円

●個人番号通知カード及び個人番号カード関連事業
　�  ８，８３８万円

●放課後児童クラブ運営事業委託料　�  ４，７９０万円

●戦略的園芸産地拡大支援事業費　�  ３，７３４万円

６月の主な補正予算
一般会計 １１億４，４３９万円

補 正 予 算

向けた補正予算を可決
平成２７年度一般会計・特別会計補正予算を審査

※　Ｊ−ＬＩＳ…地方公共団体情報システム機構。地方公共団体の情報システムに関する事務を行っている。
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新
た
な
広
域
連
携
促
進
事
業

�

３
０
０
万
円

　
定
住
自
立
圏
の
枠
組
み
を
超

え
た
周
辺
自
治
体
と
の
連
携
の

強
化
に
つ
い
て
調
査
し
ま
す
。

　
　
　
こ
の
事
業
で
行
う
調
査
は

ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

　
　
　
　
　
　
　
国
が
示
す
連※

携

中
枢
都
市
圏
の
指
針
で
は
、
本
市

へ
の
通
勤
割
合
が
１０
％
を
超
え
る

６
市
６
町
の
圏
域
に
声
が
け
を
す

る
の
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
圏
域
で
の
人
口
動
態
や
人
の

流
れ
な
ど
を
調
査
す
る
こ
と
で
、

新
た
な
広
域
連
携
を
検
討
し
て
い

く
。製

造
業
等
立
地
促
進
資
金
融
資

制
度
あ
っ
せ
ん
事
業
貸
付
金

�

４
億
９
７
３
２
万
円

　
み
は
ら
し
の
丘
に
立
地
し
た

製
造
業
者
へ
の
設
備
投
資
に
融

資
を
行
い
ま
す
。

　
　
　
立
地
に
よ
る
新
規
採
用
の

状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
伊
藤
製
作
所
は
４
人

全
て
が
山
形
市
民
で
あ
り
、
ア
リ

オ
ン
テ
ッ
ク
は
１６
人
中
７
人
が
山

形
市
民
だ
と
想
定
し
て
い
る
。

委
員

企
画
調
整
課
長

委
員

商
工
課
長

民
有
林
林
道
整
備
事
業

�

１
４
３
０
万
円

　
市
産
材
の
有
効
利
用
や
、
適

切
な
森
林
整
備
を
行
い
ま
す
。

　
　
　
林
業
専
用
道
は
ど
れ
く
ら

い
あ
る
の
か
。
ま
た
、
キ
ワ
ダ
山

線
整
備
の
進
行
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
林
道
専
用
道
は

市
内
に
５０
路
線
ほ
ど
あ
り
、
キ
ワ

ダ
山
線
全
体
の
計
画
延
長
は
総
延

長
５
１
５
０
ｍ
と
な
っ
て
い
る
。

残
り
の
２
２
７
０
ｍ
は
、
２７
年
度

か
ら
３１
年
度
の
５
年
間
で
完
成
す

る
予
定
で
あ
る
。

第
九
小
学
校
校
舎
増
築
事
業

�

１
億
８
８
２
０
万
円

　
児
童
の
増
加
に
よ
る
教
室
不

足
を
解
消
す
る
た
め
に
増
築
し

ま
す
。

　
　
　
教
室
を
増
築
す
る
こ
と
で

ど
の
よ
う
な
影
響
が
出
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
グ
ラ
ウ
ン

ド
部
分
に
８
ｍ
ほ
ど
突
き
出
す
こ

と
に
な
る
。
２
０
０
ｍ
の
ト
ラ
ッ

ク
や
１
０
０
ｍ
の
走
路
を
移
動
す

る
こ
と
に
な
る
が
、
体
育
な
ど
の

授
業
に
支
障
は
な
い
と
確
認
し
て

い
る
。

委
員

森
林
整
備
課
長

委
員

教
委
施
設
整
備
室
長

農
地
集
積
生
産
基
盤
整
備
支
援
事
業
費

補
助
金�

２
９
７
０
万
円

　
農
地
の
集
積
を
促
進
す
る
た

め
に
補
助
し
ま
す
。

　
　
　
農
事
組
合
法
人
ネ
ク
ス
ト

フ
ァ
ー
ム
白
川
に
補
助
金
の
交
付

を
予
定
し
て
い
る
が
、
事
業
内
容

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　
　
　
　
　
構
成
員
は
６
人
で
、

全
員
認
定
農
業
者
で
あ
る
。
現
在

は
自
宅
に
乾
燥
機
を
所
有
し
て
い

る
が
、
騒
音
・
粉
塵
・
老
朽
化
な

ど
の
問
題
か
ら
そ
れ
ら
を
１
カ
所

に
集
め
、
大
郷
地
区
の
山
形
ジ
ャ

ン
ク
シ
ョ
ン
の
北
側
に
ラ
イ
ス
セ

ン
タ
ー
を
建
て
る
も
の
で
あ
る
。

委
員

農
政
課
長

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
事
業

委
託
料�

４
７
９
０
万
円

　
国
の
委
託
料
基
準
額
改
定
に

伴
う
予
算
の
増
額
で
す
。

　
　
　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
運

営
費
に
対
す
る
交
付
基
準
額
の
在

り
方
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
国
の
基
準
額

が
毎
年
増
額
さ
れ
て
い
る
た
め
、

今
後
、
市
の
基
準
額
を
上
回
る
よ

う
な
場
合
に
は
、
国
の
基
準
額
を

適
用
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

委
員

こ
ど
も
福
祉
課
長

▲５年間で児童が１００人以上も増加している第九小学校

個人番号制度導入に
総額11億4,439万円

※　連携中枢都市圏…地方の人口減少を食い止めるため、中心市と周辺市町村が協定を結び活性化に取り組む仕組み。
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文　
化
・

ス
ポ
ー
ツ

蔵
王
ジ
ャ
ン
プ
台
を
サ
マ
ー

ヒ
ル
化

　
　
　
蔵
王
ジ
ャ
ン
プ
台
を
サ

マ
ー
ヒ
ル
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、

夏
場
の
大
会
を
誘
致
す
る
な
ど
の

考
え
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
北
・
関

東
圏
の
大
学
な
ど
の
合
宿
で
活
用

し
て
ほ
し
い
と
考
え
て
お
り
、
地

元
か
ら
も
積
極
的
に
協
力
を
得
な

が
ら
、
サ
マ
ー
ヒ
ル
を
売
り
込
み

た
い
。
供
用
開
始
後
は
、
地
元
を

中
心
と
し
た
大
会
を
開
催
す
る
と

と
も
に
、
上
位
の
公
認
大
会
を
誘

致
す
る
な
ど
、
ジ
ャ
ン
プ
競
技
は

も
と
よ
り
、
蔵
王
温
泉
地
区
へ
の

誘
客
や
観
光
振
興
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
。

　
　
　
関
係
者
か
ら
蔵
王
ジ
ャ
ン

プ
台
に
照
明
設
備
を
整
備
し
て
ほ

し
い
と
の
声
が
あ
る
が
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
悪
天
候
に
よ
り
、

ジ
ャ
ン
プ
大
会
を
中
止
す
る
こ
と

も
あ
る
が
、
競
技
団
体
か
ら
は
、

夜
間
に
な
れ
ば
蔵
王
ジ
ャ
ン
プ
台

付
近
の
気
候
は
比
較
的
安
定
し
て

く
る
傾
向
が
あ
る
た
め
、
ナ
イ

タ
ー
で
も
開
催
で
き
る
よ
う
照
明

委
員

ス
ポ
ー
ツ
保
健
課
長

委
員

教
育
部
長

設
備
を
設
置
し
て
ほ
し
い
と
の
要

望
が
あ
る
。
平
成
２７
年
度
中
に
サ

マ
ー
ヒ
ル
化
の
工
事
に
併
せ
て
照

明
設
備
を
設
置
し
た
い
。

　
　
　
蔵
王
ジ
ャ
ン
プ
台
は
国
際

規
格
に
改
修
し
た
が
、
今
回
の
工

事
で
着
地
斜
面
の
形
状
を
変
更
す

る
の
は
な
ぜ
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
回
の
改

修
で
は
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
バ
ー
ン
を

改
修
し
て
い
な
い
た
め
、
今
回
の

工
事
で
国
際
ス
キ
ー
連
盟
が
推
奨

す
る
形
状
に
改
修
し
、
公
認
を
受

け
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
サ
マ
ー
ヒ
ル
化
で
今
後
の

維
持
管
理
費
は
ど
の
程
度
増
え
る

の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
２６
年
度
の

実
績
で
は
、
指
定
管
理
料
の
内
訳

と
し
て
、
委
託
料
が
約
３
８
０
万

円
、光
熱
水
費
が
約
３
０
０
万
円
、

そ
の
他
の
経
費
を
含
め
総
額
が
約

７
８
０
万
円
で
あ
る
。
サ
マ
ー
ヒ

ル
化
に
よ
り
新
た
に
想
定
さ
れ
る

業
務
は
、
雪
止
め
ネ
ッ
ト
の
取
り

外
し
な
ど
で
約
３
０
０
万
円
、
散

水
に
よ
る
水
道
料
金
が
約
１
５
０

万
円
、
職
員
を
常
駐
さ
せ
た
場
合

の
人
件
費
と
し
て
約
１
２
０
万
円
、

合
わ
せ
て
５
７
０
万
円
程
度
を
見

込
ん
で
お
り
、
総
額
で
１
３
５
０

万
円
程
度
の
経
費
が
掛
か
る
も
の

と
試
算
し
て
い
る
が
、
詳
細
な
業

委
員

ス
ポ
ー
ツ
保
健
課
長

委
員

ス
ポ
ー
ツ
保
健
課
長

務
内
容
な
ど
は
こ
れ
か
ら
精
査
し

て
い
く
。

福

祉

低
所
得
者
の
介
護
保
険
料
を

軽
減

　
　
　
介
護
保
険
の
所
得
段
階
第

１
段
階
の
前
期
の
保
険
料
は
い
く

ら
な
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
平
成
２６
年
度
ま

で
の
前
期
は
２
万
７
５
０
０
円
と

な
っ
て
い
る
。

委
員

介
護
保
険
課
長

福
祉
審
議
会
に
専
門
部
会
を
設
置

調
査
審
議
の
充
実
に
期
待

　
　
　
福
祉
審
議
会
の
専
門
部
会

で
調
査
審
議
す
る
専
門
委
員
は
、

ど
の
よ
う
な
人
を
想
定
し
て
い
る

の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
専
門
的
な
事
項

の
知
識
を
有
す
る
大
学
教
授
な
ど

で
、
２
人
ほ
ど
を
想
定
し
て
い
る
。

　
　
　
福
祉
審
議
会
の
中
に
専
門

部
会
を
組
織
す
る
こ
と
に
な
っ
た

理
由
は
何
か
。

　
　
　
　
　
　
　
近
年
の
複
雑
化

し
た
福
祉
制
度
へ
対
応
す
る
た
め

に
組
織
す
る
こ
と
と
し
た
。

委
員

生
活
福
祉
課
長

委
員

生
活
福
祉
課
長

▲サマーヒル化による蔵王の観光振興に期待

こんなことが話し合われました！！

総 務
産業文教

厚 生
環境建設

常任委員会

４つの委員会で
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市
役
所

本
沢
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

を
建
て
替
え

　
　
　
本
沢
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
の
ま
ち
づ
く
り
ル
ー
ム
の
具

体
的
な
機
能
は
何
か
。

　
　
　
　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
が
、
地
域
の
自
主
的
な
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
の
拠
点
施
設
と
な

る
た
め
、
日
常
的
な
活
動
や
会
議

が
優
先
的
に
利
用
で
き
る
部
屋
と

し
て
い
る
。
ま
た
、
交
流
ル
ー
ム

を
設
け
て
地
域
の
方
々
の
居
場
所

と
し
て
の
機
能
も
持
た
せ
る
予
定

委
員

広
報
課
長

で
あ
る
。

　
　
　
災
害
時
の
避
難
場
所
と
し

て
も
利
用
さ
れ
る
が
、
ど
の
よ
う

な
工
夫
が
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
防
災
倉
庫
を
設
置
し

て
必
要
な
備
蓄
品
を
備
え
る
ほ
か
、

蓄
電
池
式
の
太
陽
光
発
電
設
備
を

設
置
し
て
、
停
電
時
で
も
電
力
を

確
保
で
き
る
機
能
を
持
た
せ
て
い

る
。

く
ら
し

個
人
番
号
制
度
の
カ
ー
ド
再
発
行

取
り
扱
い
な
ど
を
確
認

委
員

広
報
課
長

　
　
　
　
　
期
限
満
了
に
よ
る
再

交
付
手
数
料
の
取
り
扱
い
は
、
現

在
、
国
で
検
討
し
て
い
る
。

市
民
課
長

▲今回の購入で３台目の配置となるはしご車

▲建て替え後の有効利用が望まれる
　
　
　
個
人
番
号
制
度
に

よ
る
カ
ー
ド
の
再
交
付
手

数
料
は
、
本
市
の
収
入
と

な
る
の
か
。

　
　
　
　
　
再
交
付
手
数

料
は
市
の
歳
入
と
な
る
が
、

カ
ー
ド
発
行
に
伴
う
経
費

を
Ｊ

−

Ｌ
Ｉ
Ｓ
に
支
出
す

る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
個
人
番
号
カ
ー
ド

の
有
効
期
限
は
発
行
か
ら

１０
年
間
と
の
こ
と
だ
が
、

期
限
満
了
で
の
再
交
付
の

手
数
料
は
ど
う
な
る
の
か
。

委
員

市
民
課
長

委
員

～個人番号制度とは～
　今年度から個人番号制度（社会保障・税番号制度）が運用
されます。
　日本国内の全住民に通知される、一人ひとり異なる１２桁の
番号をマイナンバーといいます。個人が特定されないように、
住所地や生年月日などと関係のない番号が割り当てられます。

市民の利便性の向上
　年金や福祉などの申請時に、用意しなければならない書類が
減ります。これにより行政手続きも簡素化され、市民の負担が
軽減されます。

公平・公正な社会の実現
　所得や他の行政サービスの受給状況を把握しやすくなります。
負担を不当に免れることや不正な受給の防止にも役立ちます。

行政の効率化
　行政事務が効率化され、市民の行政ニーズにこれまで以上に
対応できるようになります。

消

防

３０
ｍ
級
先
端
屈
折
は
し
ご
付

消
防
自
動
車
の
購
入
に
同
意

　
　
　
さ
ま
ざ
ま
な
大
き
さ
の
は

し
ご
車
が
あ
る
中
、
今
回
の
車
種

を
選
定
し
た
理
由
は
何
か
。

　
　
　
　
　
３０
ｍ
級
先
端
屈
折
は

し
ご
車
は
、
１０
階
程
度
の
建
物
に

対
応
し
、
市
内
の
中
高
層
建
築
物

の
約
９４
％
を
カ
バ
ー
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
１１
階
以
上
の
建
物
は
、

消
防
法
の
規
制
が
厳
し
く
、
安
全

性
が
強
化
さ
れ
る
高
層
建
築
物
と

な
っ
て
い
る
た
め
、
こ
の
た
び
は

規
制
が
少
な
い
１０
階
程
度
の
建
物

に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。

委
員

警
防
課
長
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意
見
書
（
要
旨
）

　
６
月
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
意

見
書
は
２
件
で
す
。
い
ず
れ
も
関

係
機
関
に
送
付
し
ま
し
た
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
お
け
る
国
会
決

議
の
厳
守
を
求
め
る
意
見
書

　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、
各
国
の
実
情
や
法

律
を
こ
え
て
、「
例
外
な
き
関
税

撤
廃
」と「
非
関
税
障
壁
の
撤
廃
」

を
掲
げ
た
自
由
貿
易
協
定
で
あ
り
、

私
た
ち
の
暮
ら
し
や
命
に
関
わ
る

問
題
す
べ
て
に
、
自
由
化
を
求
め

る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　
平
成
２５
年
４
月
の
衆
参
農
林
水

産
委
員
会
で
は
、「
農
林
水
産
分

野
の
重
要
５
品
目
な
ど
の
聖
域
が

確
保
で
き
な
い
と
判
断
し
た
場
合

は
、
脱
退
も
辞
さ
な
い
」
な
ど
と

し
た
国
会
決
議
を
採
択
し
た
が
、

４
月
２８
日
に
行
わ
れ
た
日
米
首
脳

会
談
で
は
、早
期
妥
結
に
向
け「
よ

り
広
い
協
定
の
迅
速
か
つ
成
功
裏

の
妥
結
を
達
成
す
る
た
め
に
共
に

取
り
組
む
」
と
の
共
同
声
明
が
出

さ
れ
、
５
月
下
旬
の
１２
カ
国
に
よ

る
閣
僚
会
合
の
開
催
、
米
国
議
会

に
上
程
さ
れ
た
Ｔ
Ｐ
Ａ
法
案
審
議

を
含
め
、
重
大
な
局
面
を
迎
え
て

い
る
。

　
今
こ
そ
、「
農
林
水
産
分
野
の

重
要
５
品
目
な
ど
の
聖
域
が
確
保

で
き
な
い
と
判
断
し
た
場
合
は
、

脱
退
も
辞
さ
な
い
」
と
し
た
国
会

決
議
を
厳
守
す
べ
き
で
あ
る
。

国
際
平
和
支
援
法
案
及
び
集

団
的
自
衛
権
の
行
使
を
前
提

に
し
た
武
力
攻
撃
事
態
法
改

正
法
案
な
ど
安
全
保
障
関
連

１０
法
案
の
制
定
を
断
念
す
る

こ
と
を
求
め
る
意
見
書

　
今
日
、
多
く
の
国
民
が
「
戦
争

に
巻
き
込
ま
れ
、
戦
争
す
る
日
本

に
な
る
の
で
は
な
い
か
」、
自
衛

隊
の
活
動
が
飛
躍
的
に
拡
大
す
る

こ
と
か
ら
「
隊
員
の
い
の
ち
と
安

全
を
は
じ
め
、
国
民
の
平
和
な
暮

ら
し
が
保
て
る
の
か
」、
と
い
う

不
安
や
疑
念
を
抱
い
て
い
る
。
今

国
会
に
提
出
さ
れ
た
法
案
の
う
ち
、

新
法
と
し
て
恒
久
法
の
国
際
平
和

支
援
法
案
は
、
自
衛
隊
の
他
国
軍

へ
の
後
方
支
援
を
可
能
と
す
る
。

ま
た
、
武
力
攻
撃
事
態
法
案
は
、

行
使
要
件
と
し
て
存
続
危
機
事
態

を
新
設
し
、
密
接
な
関
係
の
あ
る

他
国
が
攻
撃
を
受
け
た
場
合
、
自

衛
隊
の
武
力
行
使
が
可
能
と
な
り
、

重
要
影
響
事
態
法
案
で
は
地
理
的

概
念
を
な
く
し
、
世
界
中
に
自
衛

隊
が
派
遣
で
き
、
後
方
支
援
の
対

象
も
ア
メ
リ
カ
軍
以
外
の
軍
に
も

拡
大
す
る
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

国
連
平
和
維
持
活
動
協
力
法
案
で

は
、
自
衛
隊
の
武
器
使
用
の
緩
和

と
駆
け
つ
け
警
護
へ
の
拡
大
も
で

き
る
と
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
法
案
は
、
集
団
的
自

衛
権
の
行
使
を
可
能
に
し
、
ア
ジ

ア
と
世
界
に
不
戦
を
誓
っ
た
憲
法

第
９
条
を
壊
し
、
戦
後
日
本
の
国

の
あ
り
方
を
根
底
か
ら
壊
す
も
の

と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
は
、
国

際
平
和
支
援
法
案
及
び
集
団
的
自

衛
権
の
行
使
を
前
提
に
し
た
武
力

攻
撃
事
態
法
改
正
案
な
ど
安
全
保

障
関
連
１０
法
案
の
制
定
を
断
念
す

る
よ
う
、
強
く
要
望
す
る
。

人
事
案
件

人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の

推
薦
に
同
意

　
人
権
擁
護
委
員
の
う
ち
、
３
人

の
任
期
が
９
月
３０
日
で
満
了
す
る

こ
と
に
伴
い
、
次
の
方
の
推
薦
に

つ
い
て
全
会
一
致
で
同
意
し
ま
し

た
。

　
佐さ

藤と
う　
靜し
ず
子こ 

氏
（
十
日
町
）

　
中な
か
島し
ま　
幾い
く
子こ 

氏
（
東
山
形
）

　
村む
ら
山や
ま　
　
永
ひ
さ
し 

氏
（
東
山
形
）

固
定
資
産
評
価
員
の
選
任
に

同
意

　
固
定
資
産
評
価
員
に
、
志
藤
聡

氏（
前
資
産
税
課
長
）に
代
わ
り
、

深
瀬
修
氏
（
現
資
産
税
課
長
）
を

選
任
す
る
こ
と
に
、
全
会
一
致
で

同
意
し
ま
し
た
。

●議決の結果は、７ページ「議案の賛否一覧表」をご覧ください。

件　　　　　　　名 紹介議員 所　管
委員会 結　果提　　　出　　　者

請　
　
　
　
　
　
　
願

第
３
号
新
規

人種差別を扇動するヘイトスピー
チを禁止し処罰する法律の制定を
求めることについて 阿曽　　隆

佐藤　秀明 総　務 継続審査
在日本大韓民国民団
山形県地方本部　団長　車　壽鎔

第
４
号

新
規
※

ＴＰＰ（環太平洋経済連携協定）交
渉における国会決議の厳守を求める
意見書提出を求めることについて 阿曽　　隆

川口　充律 産業文教 採　択
共立社山形生協
地域理事会議長　廣部公子

第
５
号
新
規

国際平和支援法案と集団的自衛権の
行使を前提にした武力攻撃事態法改
正案など安全保障関連１０法案の制定
を断念することを国に求める意見書
の提出に関することについて

阿曽　　隆
佐藤　秀明 総　務 不採択

山形地区平和運動推進労働組合センター
議長　有川正彦

第
６
号

新
規
※

ＴＰＰ交渉に関することについて
阿曽　　隆 産業文教 採　択山形地方農民連

会長　吉田吉弘

第
７
号
新
規

戦争につながる安全保障関連２法
案（国際平和支援法、平和安全法
整備法）の廃案を求める意見書採
択について 今野　誠一 総　務 不採択
新日本婦人の会山形支部
支部長　石山初子

第
８
号
新
規

年金積立金の安全かつ確実な運用
に関することについて 遠藤　吉久

佐藤亜希子 厚　生 継続審査連合山形地域協議会
議長　渡辺祐二

　６月定例会で審議された請願は、新たに提出された６件です。各
委員会での審査結果は以下の通りです。
� （※印は意見陳述が行われたものです。）

請　　願

（ ）議決結果
は採択

（ ）議決結果
は採択
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議決議案一覧（６月定例会）

◆ 賛成と反対の双方や退席などがあった場合に表示しています。議案の賛否一覧表

◆�○＝賛成　×＝反対　退＝退席　　◆�石澤秀夫議長は採決に加わらない。
◆�請願第６号は、投票の結果賛成と反対が同数のため、議長裁決により採択となっています。

� 会派
� 議員名

議案
議会案番号

翔政会 市民連合山形市議団 緑政会 共産党 公明党 斎
藤
武
弘
副
議
長

石
澤
秀
夫
議
長

議決
結果

仁
藤

俊

浅
野
弥
史

田
中
英
子

伊
藤
香
織

中
野
信
吾

菊
地
健
太
郎

遠
藤
和
典

丸
子
善
弘

長
谷
川
幸
司

須
貝
太
郎

鈴
木
善
太
郎

尾
形
源
二

髙
橋
昭
弘

高
橋
公
夫

佐
藤
秀
明

伊
藤
美
代
子

川
口
充
律

斉
藤
栄
治

遠
藤
吉
久

加
藤

孝

渋
江
朋
博

武
田

聡

渡
辺

元

小
野

仁

斎
藤
淳
一

阿
曽

隆

佐
藤
亜
希
子

今
野
誠
一

折
原
政
信

武
田
新
世

松
田
孝
男

議会案第５号 × × × × × × × × × × × 退 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × － 可決
請 願 第 ５ 号 × × × × × × × × × × × 退 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × － 採択
請 願 第 ６ 号 × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ 採択
請 願 第 ７ 号 × × × × × × × × × × × 退 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × － 採択

議案番号 件　　　　名 議決結果

議第４７号

～

議第５０号

平成２７年度山形市一般会計補正予算
平成２７年度山形市国民健康保険事業会計補正予算
平成２７年度山形市後期高齢者医療事業会計補正予算
平成２７年度山形市介護保険事業会計補正予算
　新たな広域連携促進事業、放課後児童クラブ運営事業、個人番号制度に伴う電算システム改修
などに係る補正予算です。

可決
（全会一致）

議第５１号 ３０ｍ級先端屈折はしご付消防自動車の購入について 同意
（全会一致）

議第５２号 工事請負契約の締結について（山形市本沢コミュニティセンター建設建築工事） 同意
（全会一致）

議第５３号 工事請負契約の締結について（山形市蔵王ジャンプ台サマーヒル化工事） 同意
（全会一致）

議第５４号
山形市個人情報保護条例の一部改正について
　行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の施行に伴い、特定
個人情報の保護に関し改正するものです。

可決
（全会一致）

議第５５号
山形市手数料条例の一部改正について
　行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の施行に伴い、新た
に手数料を定めるものです。

可決
（全会一致）

議第５６号
山形市職員の再任用に関する条例の一部改正について
　被用者年金制度の一元化等を図るための厚生年金保険法等の一部を改正する法律の施行に伴い、
規定を整備するものです。

可決
（全会一致）

議第５７号 山形市福祉審議会条例の一部改正について
　福祉審議会に専門部会を設置することができるようにするなどの改正をするものです。

可決
（全会一致）

議第５８号 山形市児童遊園条例の一部改正について
　児童遊園２カ所の廃止等に伴い、規定を整備するものです。

可決
（全会一致）

議第５９号
山形市介護保険条例の一部改正について
　介護保険法の改正に伴い、第１号被保険者のうち第１段階に該当する者について保険料を軽減
するものです。

可決
（全会一致）

議第６０号 山形市固定資産評価員の選任について
　詳細は６ページの「人事案件」をご覧ください。

同意
（全会一致）

報第１号 専決処分の承認について（平成２６年度山形市一般会計補正予算）
　起債の借入限度額の変更に伴う予算措置をしたものです。

承認
（全会一致）

報第２号 専決処分の承認について（平成２６年度山形市公設地方卸売市場事業会計補正予算）
　起債の借入限度額の変更に伴う予算措置をしたものです。

承認
（全会一致）

報第３号 専決処分の承認について（山形市市税条例等の一部改正について）
　地方税法および同法施行令の改正に伴う所要の改正をしたものです。

承認
（全会一致）

報第４号 専決処分の承認について（山形市国民健康保険税条例の一部改正について）
　地方税法および同法施行令の改正に伴う所要の改正をしたものです。

承認
（全会一致）

議会案番号 件　　　　名 議決結果
議会案
第３号

山形市議会会議規則の一部改正について
　議員の出産に伴う議会の欠席についての規定の整備をするものです。

可決
（全会一致）

議会案
第４号

ＴＰＰ交渉における国会決議の厳守を求める意見書の提出について
　詳細は６ページの「意見書（要旨）」をご覧ください。

可決
（全会一致）

議会案
第５号

国際平和支援法案及び集団的自衛権の行使を前提にした武力攻撃事態法改正案など安全保障関連
１０法案の制定を断念することを求める意見書の提出について
　詳細は６ページの「意見書（要旨）」をご覧ください。

可決
（賛成多数）
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子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

教
職
員
の
多
忙
解
消
を
図
れ
！

髙
橋　
昭
弘 

議
員

※　加配…通常より教員を多く配置すること。

　
　
教
職
員
の
業
務
量
は
非
常
に

多
く
、
時
間
外
勤
務
が
常
態
化
し

て
い
る
。
多
忙
解
消
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

Q

　
　
教
職
員
の
定
数
改
善
や
加※

配

を
国
と
県
に
強
く
要
望
し
、
教
職

員
の
多
忙
解
消
と
健
康
保
持
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

A

　
　
教
職
員
が
入
力
し
て
い
る
勤

務
時
間
と
時
間
外
勤
務
の
状
況

シ
ー
ト
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て

い
く
の
か
。

　
　
学
校
や
校
長
会
と
連
携
し
、

教
職
員
間
の
業
務
バ
ラ
ン
ス
の
調

整
や
業
務
改
善
な
ど
多
忙
解
消
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
部
活
動
の
負
担
軽
減
を
学
校

と
保
護
者
、
外
部
指
導
者
な
ど
が

連
携
し
て
取
り
組
む
べ
き
で
は
な

い
か
。

　
　
教
職
員
、
生
徒
の
心
身
に
過

度
な
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
努
め

て
い
く
。

　
　
山
形
の
「
も
の
づ
く
り
」
継

承
の
た
め
、
伝
統
工
芸
の
職
人
を

講
師
と
し
た
体
験
授
業
や
、
中
学

生
の
職
場
体
験
学
習
へ
の
積
極
的

な
協
力
を
求
め
て
は
ど
う
か
。

　
　
各
学
校
で
伝
統
工
芸
な
ど
の

職
人
の
講
師
招し
ょ
う

聘へ
い

や
工
房
訪
問

な
ど
、
伝
統
工
芸
に
関
わ
る
授
業

を
実
施
し
て
い
る
。
職
場
体
験
先

は
、
生
徒
や
学
校
の
希
望
を
踏
ま

え
て
学
校
と
連
携
し
、
事
業
所
へ

協
力
を
求
め
て
い
く
。

　
　
天
候
に
左
右
さ
れ
な
い
屋
内

型
児
童
遊
戯
施
設
へ
の
ニ
ー
ズ
は

高
い
。
市
全
域
で
公
平
感
の
あ
る

QAQ

AQ

AQ

●�一般質問は内容を要約して掲載しています。また、議会ウェブサイトで録画映像がご覧いただけます。

質
問
者

質
問
の
要
旨

※�

議
会
運
営
委
員
会
の
申
し
合
わ
せ
で
、
市
議
会
議
員
選
挙

後
初
の
定
例
会
の
一
般
質
問
は
初
当
選
の
議
員
全
員
が
行

う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

松

田

孝

男

（
公
明
党
山
形
市
議
団
）

蔵
王
山
と
そ
の
他
の
防
災
対
策
、

道
の
駅
、
市
立
図
書
館
の
整
備
拡

充　
ほ
か

仁

藤
　

俊

（
翔

政

会
）

中
心
市
街
地
活
性
化
の
状
況
、
公

共
交
通
・
バ
ス
交
通
の
活
用
、
街

な
か
の
居
住
推
進
策
に
よ
る
賑
わ

い
創
出　
ほ
か

髙

橋

昭

弘

（
市
民
連
合
山
形
市
議
団
）

子
ど
も
達
の
豊
か
で
確
か
な
学
び

の
た
め
に
、
市
南
部
へ
の
施
設
建

設
、地
域
の〝
居
場
所
〟づ
く
り
、投

票
率
向
上
の
た
め
の
取
組　
ほ
か

市
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い

　

一
般
質
問
と
は　
議
員
が
、
市
政
全
般
に
わ
た
る
事
務
の

執
行
状
況
や
政
策
方
針
に
つ
い
て
、
市
長
や
担
当
す
る
各
部

長
な
ど
に
質
問
す
る
こ
と
で
す
。
６
月
定
例
会
で
は
、
４
月

に
初
当
選
し
た
３
人
の
議
員
が
質
問
を
行
い
ま
し
た
の
で
、

主
な
質
問
を
紹
介
し
ま
す
。

一 般 質 問
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文
化
教
育
都
市
や
ま
が
た
へ

市
立
図
書
館
の
施
設
充
実
を

松
田　
孝
男 
議
員

　
　
市
立
図
書
館
に
、
画
像
の
閲

覧
や
複
写
が
で
き
る
図
書
館
向
け

デ
ジ
タ
ル
化
資
料
送
信
サ
ー
ビ
ス

を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
国
立
国
会
図
書
館
の
図
書
館

向
け
デ
ジ
タ
ル
化
資
料
送
信
サ
ー

ビ
ス
は
有
意
義
な
シ
ス
テ
ム
で
あ

る
た
め
、
導
入
に
向
け
て
検
討
を

進
め
て
い
く
。

　
　
市
立
図
書
館
は
最
寄
り
の
バ

ス
停
か
ら
離
れ
て
い
る
た
め
、
バ

ス
路
線
を
整
備
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

　
　
図
書
館
周
辺
は
市
街
地
の
中

で
も
交
通
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
低
い

地
域
で
あ
る
た
め
、
路
線
バ
ス
運

QAQA 子
育
て
環
境
を
整
え
る
た
め
、
市

南
部
に
も
べ
に
っ
こ
ひ
ろ
ば
と
同

様
の
施
設
を
建
設
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
市
南
部
で
の
施
設
整
備
は
、

今
後
の
利
用
登
録
者
の
状
況
や

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
財
源
も
含
め

て
判
断
し
た
い
。

　
　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
が
市
北
部
に

集
中
し
て
お
り
、
市
南
部
と
の
不

公
平
感
が
あ
る
。
市
南
部
に
も
新

た
に
屋
内
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
建
設

し
て
は
ど
う
か
。

　
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画
で
ド
ー

ム
型
競
技
場
の
整
備
を
掲
げ
て
い

る
が
、
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
と

の
関
連
で
、
一
時
建
設
を
凍
結
し

て
い
る
。
そ
れ
以
外
に
建
設
す
る

計
画
は
な
い
。

　
　
群
馬
県
富
岡
市
の
「
ふ
れ
あ

い
の
居
場
所
づ
く
り
」
は
、
地
域

づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
、
孤
独
や

孤
立
の
予
防
や
介
護
予
防
、
世
代

間
交
流
の
場
と
し
て
活
用
さ
れ
て

い
る
。
本
市
で
も
取
り
組
ん
で
は

ど
う
か
。

　
　
現
在
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
や
世
代
間
交
流
を
進
め
る

事
業
、
介
護
予
防
事
業
な
ど
を
継

続
し
て
取
り
組
み
、
富
岡
市
モ
デ

ル
を
調
査
研
究
し
て
い
く
。
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
と
共
創

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

　
　
今
回
の
市
議
会
議
員
選
挙
の

投
票
率
は
５０
％
を
下
回
っ
た
。
投

票
率
向
上
に
向
け
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
先
進
事
例
を
考
慮
し
、
効
果

的
な
啓
発
事
業
を
検
討
し
て
い
く
。

期
日
前
投
票
所
の
増
設
は
、
期
日

前
投
票
率
と
総
投
票
率
と
の
関
連

を
見
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

AQ

AQ

A

QA

行
の
可
能
性
を
バ
ス
事
業
者
と
協

議
す
る
と
と
も
に
、
将
来
運
行
を

予
定
し
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
東
部
循
環
線
で
カ
バ
ー
で
き
る

か
検
討
し
て
い
く
。

　
　
市
立
図
書
館
の
施
設
整
備
の

方
向
性
は
ど
う
か
。

　
　
公
共
施
設
の
長
寿
命
化
を
基

本
と
し
て
、
現
在
の
施
設
を
維
持

し
な
が
ら
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を

含
め
た
耐
震
化
工
事
や
施
設
の
改

修
な
ど
を
計
画
的
に
行
っ
て
い
く
。

　
　
蔵
王
山
の
火
山
活
動
に
伴
う
、

こ
れ
ま
で
の
対
応
と
観
光
客
な
ど

へ
の
今
後
の
対
応
は
ど
う
か
。

　
　
４
月
１３
日
に
蔵
王
山
へ
の
火

口
周
辺
警
報
が
発
令
さ
れ
た
際
は
、

避
難
勧
告
の
発
令
と
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
情
報
発
信
を
行
っ

た
。
今
後
も
的
確
な
情
報
発
信
を

す
る
と
と
も
に
、
蔵
王
温
泉
宿
泊

パ
ッ
ク
な
ど
旅
行
商
品
の
Ｐ
Ｒ
も

行
い
な
が
ら
、
観
光
地
と
し
て
の

魅
力
を
発
信
し
て
い
く
。

　
　
緊
急
時
に
防
災
情
報
が
自
動

的
に
流
れ
る
防
災
ラ
ジ
オ
を
導
入

す
べ
き
だ
と
思
う
が
、
こ
れ
ま
で

の
検
討
を
踏
ま
え
た
現
在
の
考
え

は
ど
う
か
。

　
　
融
雪
型
火
山
泥
流
に
よ
る
洪

水
や
土
砂
災
害
な
ど
、
発
生
か
ら

居
住
区
域
ま
で
の
到
達
時
間
が
短

い
場
合
に
一
定
の
効
果
が
見
込
ま

れ
る
た
め
、
本
市
の
現
状
に
適
し

た
情
報
伝
達
手
段
の
在
り
方
を
検

討
し
て
い
く
。

　
　
道
の
駅
の
設
置
場
所
は
、
山

形
上
山
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺

が
適
地
の
一
つ
で
あ
り
、
観
光
誘

客
だ
け
で
な
く
雇
用
拡
大
な
ど
の

波
及
効
果
も
期
待
さ
れ
る
と
思
う

が
ど
う
か
。
ま
た
、
整
備
す
る
際

は
外
国
人
向
け
の
観
光
情
報
を
積

極
的
に
発
信
す
る
施
設
に
し
て
は

ど
う
か
。

　
　
平
成
３０
年
に
東
北
中
央
自
動

車
道
の
福
島
東
根
間
が
開
通
す
る

予
定
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
適
地
を
２７
年
度
中
に
調
査
す

る
。
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
地
域

が
持
つ
特
性
や
環
境
、
交
通
量
を

考
慮
し
な
が
ら
設
置
場
所
を
検
討

し
て
い
く
。
施
設
の
内
容
は
、
検

討
す
る
際
の
参
考
と
し
た
い
。

　
　
中
核
市
へ
移
行
す
る
意
気
込

み
を
聞
き
た
い
。

　
　
中
核
市
移
行
に
向
け
た
準
備

の
中
で
、
移
譲
事
務
の
大
半
を
占

め
る
保
健
所
が
大
き
な
課
題
で
あ

り
、
県
と
の
協
議
に
時
間
を
要
す

る
と
考
え
て
い
る
。
十
分
な
事
務

調
整
を
行
い
、
市
民
へ
周
知
し
な

が
ら
、
円
滑
な
移
行
に
向
け
て
確

固
た
る
道
筋
を
つ
け
て
い
き
た
い
。

QAQA

QAQ

AQA

▲より利用しやすい市立図書館に ▲子どもたちのすこやかな育ちのために
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中
心
市
街
地
の
活
性
化
で

将
来
に
夢
や
希
望
を

仁
藤　
　
俊 

議
員

　
　
七
日
町
第
五
ブ
ロ
ッ
ク
南
地

区
市
街
地
再
開
発
事
業
は
ど
う

な
っ
た
の
か
。

　
　
建
設
資
材
の
高
騰
な
ど
の
経

済
情
勢
の
変
化
や
、
所
有
者
の
都

合
に
よ
り
事
業
化
さ
れ
な
か
っ
た
。

旧
宝
塚
跡
地
の
利
用
は
、
七
日
町

拠
点
整
備
事
業
の
中
で
中
心
市
街

地
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
協

議
し
て
い
く
。

　
　
街
な
か
の
空
洞
化
を
止
め
る

施
策
を
早
急
に
進
め
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。
ま
た
、

交
通
手
段
を
持
た
ず
、
買
い
物
に

不
便
を
感
じ
て
い
る
街
な
か
居
住

者
に
対
す
る
対
策
は
ど
う
か
。

QAQ

　
　
市
民
や
来
街
者
の
ニ
ー
ズ
調

査
を
行
っ
た
結
果
、
デ
パ
ー
ト
・

ス
ー
パ
ー
や
飲
食
・
食
品
関
係
の

ニ
ー
ズ
が
高
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

第
二
期
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本

計
画
で
は
、
食
品
ス
ー
パ
ー
や
飲

食
テ
ナ
ン
ト
を
備
え
た
商
業
施
設

の
整
備
を
盛
り
込
み
、
国
の
補
助

を
受
け
て
事
業
を
実
施
し
て
い
く
。

ま
た
、
山
形
商
工
会
議
所
が
実
施

す
る
中
心
街
循
環
バ
ス
運
行
事
業

を
引
き
続
き
支
援
し
、
買
い
物
客

な
ど
の
移
動
の
利
便
性
向
上
を
図

り
、
今
後
も
街
な
か
の
良
好
な
居

住
環
境
を
整
備
し
て
い
く
。

　
　
官
民
一
体
の
複
合
施
設
を
建

設
し
、
施
設
の
目
玉
と
し
て
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
ア
ジ
ェ
ン
ダ
や
ま
が
た

が
提
案
し
た
「（
仮
称
）
こ
ど
も

の
も
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
取
り

入
れ
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
市
街

地
版
べ
に
っ
こ
ひ
ろ
ば
を
設
置
し
、

子
ど
も
と
子
育
て
世
代
を
集
客
す

る
こ
と
で
、
に
ぎ
わ
い
を
創
出
し

て
は
ど
う
か
。

　
　
に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
向
け
て
、

（
仮
称
）
旅
篭
町
文
化
交
流
館
整

備
事
業
、
香
澄
町
一
丁
目
２
街
区

市
街
地
再
開
発
事
業
、
プ
レ
ミ
ア

ム
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
タ
ウ
ン
２
５
６

整
備
事
業
な
ど
を
、
第
二
期
中
心

市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
で
３２
年

３
月
ま
で
に
優
先
的
に
取
り
組
ん

で
い
く
。
新
た
な
事
業
計
画
の
提

案
が
あ
っ
た
場
合
は
、
実
現
性
と

実
効
性
を
見
極
め
な
が
ら
検
討
し

て
い
く
。

　
　
平
成
２８
年
度
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
東
部
循
環
線
の
運
行
を

予
定
し
て
い
る
が
、
コ
ー
ス
の
選

定
や
市
民
へ
の
広
報
、
利
用
促
進

な
ど
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

　
　
運
行
を
想
定
し
て
い
る
地
域

住
民
を
対
象
に
ニ
ー
ズ
調
査
を
行

い
、
道
路
状
況
な
ど
も
考
慮
し
な

が
ら
検
討
し
て
い
く
。
運
行
を
開

始
す
る
際
は
、
広
報
や
ま
が
た
や

市
政
広
報
番
組
な
ど
を
活
用
す
る

ほ
か
、
町
内
会
や
商
店
街
か
ら
の

協
力
に
よ
り
、
地
域
に
密
着
し
た

広
報
を
す
る
こ
と
で
、
利
用
促
進

を
図
っ
て
い
く
。

　
　
本
市
全
体
を
網
羅
し
、
観
光

客
も
利
用
し
や
す
い
公
共
交
通
の

整
備
を
進
め
て
い
く
べ
き
だ
と
思

う
が
ど
う
か
。

　
　
鉄
道
や
路
線
バ
ス
の
交
通
事

業
者
も
構
成
員
と
な
っ
て
い
る
公

共
交
通
活
性
化
協
議
会
で
議
論�

し
、
２７
年
度
に
地
域
公
共
交
通
網

形
成
計
画
策
定
の
た
め
の
調
査
事

業
を
実
施
す
る
。
利
便
性
の
高
い

公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

で
き
る
よ
う
、
連
携
を
検
討
し
て

い
く
。

AQ

AQA

QA

▲地域に根ざしたコミュニティバスの運行を

▲�左から音声コード版、声の議会報、
点字版

　本市議会では、視覚障がいを持つ
方に市議会への関心と理解を深めて
もらうため、市議会報のダイジェス
ト版として、「点字版」、「声の議会報」
（ＣＤ）、「音声コード版」を作成・
配布しています。作成には、山形点
訳赤十字奉仕団と市内高校の放送部
にご協力をいただいております。
　配布の申し込みは随時受け付けて
おりますので、ご希望の方は議会事
務局までお問い合わせください。

▲録音作業の様子

　１年生の私たちにとって、今回の
「声の議会報」は初めて全員で取り
組んだ活動です。声だけで相手に伝
えるのは本当に難しいと感じました。
イントネーションや間の取り方など
を工夫して、聞きやすさを心がけま
した。「声の議会報」を通して、少
しでも人の役に立つことができたら
幸いです。
　　　　山形西高等学校放送部
� １年　伊藤　汐里

視覚障がいを持つ方に
議会報のダイジェスト版を
配布しています

臨時号の吹き込みをしていただいた
山形西高放送部より
コメントをいただきました
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▲表彰状の伝達を受ける議員 ▲表彰者を代表してあいさつする鈴木議員

　
６
月
定
例
会
最
終
日
に
、
全
国

市
議
会
議
長
会
か
ら
表
彰
を
受
け

た
次
の
議
員
に
対
し
て
表
彰
状
が

伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　
【
議
員
２０
年
以
上
在
職
】

　
　
斎
藤　
淳
一　
議
員

　
　
鈴
木
善
太
郎　
議
員

　
　
石
澤　
秀
夫　
議
長

　出席議員の過半数によって決定する議案

で、可否同数（賛成と反対が同じ数）と 

なった場合は、議長が決めることになるよ。

今回の６月定例会最終日に、請願第６号を

採決した結果、賛成１６票、反対１６票の可否

同数となり、議長が採択すると判断したた

め、採択が決まったんだ。山形市議会で議

長が裁決したのは初めてなんだよ。

A

議決する時に賛成者と反対者が
同じ人数になるとどうなるベニ？Q

表
彰
状
の
伝
達

と　き　９月１９日（土）～２７日（日）
ところ　上山市民公園
　　　　（上山市役所東側）
内　容　��５００体ほどの昔ながらのか

かしのほか、世相を反映し
たものやスポーツ選手、短
歌のかかしなどが会場に並
びます。

問い合わせ先　上山市観光物産協会
� 　☎６７２－０８３９

上山市
第４５回
かみのやま温泉全国かかし祭

と　き　８月３０日（日）
　　　　午後７時から
ところ　山辺町中央公園
内　容　��廃ペットボトルを使ったイ

ルミネーションで夜空を明
るく彩ります。

問い合わせ先　
　　　　やまのべ町を明るくする会
� 　☎０９０－２７９２－５０９６

ペットボトルイルミネーション２０１５

山辺町

第８回元祖芋煮会in中山

と　き　１０月３日（土）
　　　　午前１０時３０分から
ところ　中山町長崎
　　　　最上川中山緑地（河川公園）
内　容　��グラウンド・ゴルフのホー

ルインワンゲーム、あゆの
つかみ取り、芋棒煮の振る
舞いなどの催しがあります。

問い合わせ先　同実行委員会事務局
� 　☎６６２－２１１４

中山町

　日程は変更になる場合があります。
詳しくは議会事務局までお問い合わせ
ください。

☎０２３（６４２）８４０４

１０月８日（木）
　　　　～２９日（木）

９月定例会の日程
（予定）

※�９月に市長選挙が行われる予定のため、
定例会は１０月に行う予定です。

み
み
よ
り
情
報

議会あれ
　　 これ

はながたベニちゃんの

教えて！！
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市
議
会
議
員
選
挙
後
、
最
初
の

議
会
報
告
を
お
届
け
し
ま
す
。
投

票
率
の
低
下
に
見
ら
れ
る
政
治
へ

の
無
関
心
に
対
し
、
議
会
が
ど
う

応
え
る
の
か
試
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
か
ら
議
会
報
告
は
親
し
み

や
す
い
「
み
ち
し
る
べ
」
へ
と
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。
新
し
い

委
員
会
メ
ン
バ
ー
で
、
市
民
の
皆

さ
ん
と
議
会
と
の
架
け
橋
の
役
割

が
果
た
せ
る
報
告
と
な
る
よ
う
、

全
力
を
尽
く
し
ま
す
。「
み
ち
し

る
べ
」
へ
の
ご
意
見
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
ぜ
ひ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
議
会
報
委
員
長　
佐
藤
亜
希
子

　
　
　
副
委
員
長　
武
田　
新
世

　
　
　
委　
　
員　
髙
橋　
昭
弘

　
　
　
　
　
　
　
　
渋
江　
朋
博

　
　
　
　
　
　
　
　
仁
藤　
　
俊 ▲左から仁藤、武田、佐藤、髙橋、渋江委員

市政トピックス ～山形市第５次行財政改革プランを策定～
　本市では、平成８年度から４次にわたる行財政改革に取
り組んできました。第１～３次では職員、内部管理経費を
削減し、２６年度までの４次では数値目標達成に向けて取り
組み、市民サービスの質的向上、事務効率化などを図りま
した。
　税収確保、社会保障費増、中核市移行などの諸課題を解
決しながら多様化するニーズに対応し効率的に行政経営を
行っていかなければならない環境のなか、第５次行財政改
革プランでは、４つの改革の方向性の中にそれぞれ推進項
目を定め、改革の目標を掲げています。あわせて「山形市
第３次職員定員適正化計画（平成２７年度～３１年度）」も策
定し、経営改革に取り組んでいくことが、全員協議会で報
告されました。

〈改革の方向性〉
①自律による行政サービスの質的向上
②市民とのパートナーシップの推進
③変化に対応できる活力ある組織づくり
④継続的な健全財政の堅持

改革の目標
「時代の変化に対応できる
　　　共創と自律による経営改革」

イ ベ ン ト 情 報

新
メ
ン
バ
ー
で

　
議
会
報
を
つ
く
り
ま
す

と　き　８月５日（水）～７日（金）　午後６時から午後９時３０分
ところ　十日町、本町、七日町通り
内　容　約１００団体、１万人の踊り手が踊る東北四大祭りの１つです。
問い合わせ先　山形県花笠協議会事務局　☎６４２－８７５３

■第５３回山形花笠まつり

山形市議会は、５日（水）の第１集団で踊ります。
沿道からの温かいご声援をお願いします！

と　き　８月１４日（金）　午後７時～午後９時
ところ　須川河畔　反田橋付近
内　容　約２万発の花火が打ち上げられ、夏の夜空を彩ります。
問い合わせ先　山形大花火大会実行委員会　☎６３２－８６６５

■第３６回山形大花火大会

花笠まつりパレードに
参加します！！

▲▼昨年の花笠まつりの様子
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